予算要求資料
平成29年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：国際化推進費
	事業名：新ユネスコ大使等への清流の国ぎふ魅力発信事業


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

清流の国推進部　清流の国づくり政策課多文化共生係　電話番号：058-272-1111（内2407）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11122@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　12,886千円（前年度予算額：0千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	12,886
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,886

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・本年１２月に高山祭・古川祭・大垣祭の「山・鉾・屋台行事」がユネスコ無形文化遺産に登録されるなど、近年、本県の地域資源が相次いで遺産に登録・認定されている。さらに来年は、「杉原リスト」のユネスコ「世界の記憶」への登録が期待され、国内外から注目が集まっている。

・この機会をとらえ、県内の世界遺産や観光・食・モノなど“清流の国ぎふ”の魅力を、各国の代表として影響力のあるユネスコ大使等に向けアピールするとともに国際的なネットワークを構築することで、本県のさらなる認知度向上と誘客拡大を図る。
（２）事業内容

・ユネスコ(国際連合教育科学文化機関)本部において、各国ユネスコ大使等を招待して開催される日本の自治体ＰＲイベント「日本のクリエイティブな旅展」（Creative Travel to Japan　2017）に出展し、県内の世界に誇る遺産や、観光・食・モノの魅力をＰＲする。
　　　
（３）県負担・補助率の考え方

　　・本県の認知度向上や誘客拡大に向け、県内の世界遺産や観光・食・モノなど清流の国ぎふの魅力を海外で発信するものであり、県負担は妥当。

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	1,325
	渡航費

	需用費
	300
	記念品

	役務費
	300
	携帯電話代、輸送費

	委託料
	10,961
	ブース出展費等

	合計
	12,886
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）
	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　本県の認知度を向上させるとともに、本県を訪問する外国人観光客の増加を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	「清流の国ぎふ」の認知度
	（H　）
	35.0%

(H26)
	50.9%

(H27)
	50.9%

(H27)
	70%

(H30)
	73%

	県内外国人宿泊者数
（観光庁宿泊旅行統計）
	－人
（H　）
	42万人(H25）
	60万人
（H26）
	93万人
（H27）
	60万人
（H29）
	100％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	○各国を代表するユネスコ大使等に、清流の国ぎふの魅力を直接ＰＲできる貴重な機会であり、必要な事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）
	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
〇各国を代表するユネスコ大使等に岐阜県の魅力を直接ＰＲできる貴重な機会である。一過性とならないよう、限られた時間の中で効率的・効果的にＰＲすることが必要。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
○初の事業実施であるため、事業の効果を検証しながら、継続について検討していく。


